
11月3日（金）に、九州中央自動車道「蘇陽五ヶ瀬道路（7.9km）」のうち、五ヶ瀬区間（五ヶ瀬東IC

（仮称）～県境、3.9km）の着工式が、五ヶ瀬町Gパーク内の五ヶ瀬ドームで行われました。

九州地方整備局の森戸 義貴局長や河野知事、 本県選出の国会議員、県議会議員のほか、沿線自治体の首

長、議会議員、 各民間団体、道づくりを考える女性の会など約120名の関係者が出席し、 念願の着工を盛

大に祝いました。

熊本県嘉島町から延岡市を結ぶ九州中央自動車道（約95km）は、全線開通に向け着々と工事が進められ

ており、熊本県側でも、蘇陽五ヶ瀬道路のうち蘇陽区間（4.0km）の着工式が11月26日（日）に行わまし

た。来年2月11日（日）には山都中島西ICから山都通潤橋IC（10.4km）がいよいよ開通する予定です。

全線開通によって、西臼杵の住民のみなさんの交通利便性向上はもとより、地域産業の振興、災害時にお

ける人員や支援物資の速やかな輸送、広域的観光ルートの形成など、幅広い分野で、西臼杵をはじめ本県、

さらには九州全体の活性化に、大きな効果をもたらすことが期待されています。

西臼杵支庁としても、地元の協力をいただきながら管内の用地の先行取得を進め、一日も早い完成を目指

して懸命に取り組んでいきます。

蘇陽五ヶ瀬道路（五ヶ瀬区間）が着工！
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掘り起こされた新たなパワースポット

―― どうして、地元の人にもあまり知られていない五

大水神を掘り起こそうと思ったのですか？

私は日向市の出身で、高千穂に住んで40年ほどになり

ます。

この地域では、毎年神楽が奉納されますが、神楽を舞

う場所である神庭の四方に飾られる彫り物の「木・火・

土・金・水」の文字を見て、これはなんだろうなぁと

思っていたんです。聞くと、風水の「五行」だと言うん

です。五行の５つの要素が円滑に循環して農耕が栄え、

豊穣を期するという願いが込められているんですね。

観光関係の仕事をしている私は、お客さんに説明でき

るように風水を勉強していました。ところが、あいにく

コロナ禍で観客が減って、仕方なく高千穂峡にある「久

太郎水神」を毎日掃除していたんですね。それまでは

ゆっくり読んだことはありませんでしたが、「久太郎水

神」の案内板を改めて読むと、ほかに4つの水神様が東西

南北に配置されていると書いてあるじゃありませんか。

これは風水の五行と関係があると思い、一人でほかの水

神を探し始めたのです。

―― 残りの4つはすぐに見つかったんですか？

3つの水神様はすぐ見つかったんですが、日之影町の

「弥十郎水神」だけは地元の方に訊いても「どうもこの

辺りらしい」ということだけで分かりませんでした。一

週間ほど続けて足を運んで、ようやく綱ノ瀬川沿いの雑

木林の中にあるのを見つけたときは、「本当にあったん

だ」と感激しました。同時に、もっと多くの人にも知っ

て欲しいと思いました。
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高千穂 五大水神 を巡る！

「高千穂町、五ヶ瀬町、日之影町にまたがる５つの水神様を巡ると運気が上がる！」

そんな噂が県外でも口コミで広がりつつあります。そのパワースポットとは「高千穂 五大水神」。

ニニギノミコトが天降ったと伝わる天孫降臨の地 高千穂。この地を守るためにニニギノミコトのひ孫で、

神武天皇の長兄にあたるイツセノミコト（五瀬命）が、５人の子供たち（臣下という説もあります）を、

五行をもとに高千穂郷を貫流する五ヶ瀬川の流域の要所５か所に遣わし、祀らせたと伝わっています。

高千穂・五大水神保存会

海埜 留良 代表
うみの とめよし

⑤

時とともに地元の人たちにも忘れられていたこの五大水神を掘り起こし、保存会まで立ち上げたのは高千穂町の海埜 

留良さん。秋晴れの休日、県外からのお客さんに混ざって、西臼杵支庁の職員２人が海埜さんのお話を伺いながら五大

水神を巡りました。さて、２人の運気は上がったのでしょうか？

―― 五大水神を巡ると運気も上がるそうですね。

宝くじが当たったとか、そういうことはあったんで

すか？

宝くじが当たったというのはまだ聞いていま

せんね（笑）。でも、東京で商売をされて

いる方が五大水神を巡って帰ると、すぐに

大阪から来たお客さんが大きい買い物を

してくれたということがあったそうです。

そのつながりで、今度はその大阪のお客

さんが、五大水神を訪ねてきました。

これまで特にPRはしてこなかったんです

けど、口コミで、わずかずつですが五大

水神の噂が広がっているようです。

―― 保存会も立ち上がり、リーフレットや

ホームページもできましたね。五大水神の恩恵

を一番受けているのは、多くの人に知って欲しい

と願った海埜さんご自身かもしれませんね。

そうかもしれませんね（笑）。今では、東京や大阪か

らお客さんが2～3か月に1回ぐらいみえるので案内して

います。保存会には、神話や水神様に興味のある県外の

イラストレーターさんや観光ガイドの方も入ってもらっ

ていて、進んで協力してもらっているのでありがたく

思っています。地図もなかったんですが、県の観光協会

の支援をいただいてリーフレットもつくりました。

―― これからが楽しみですね。

五大水神を全て巡るには、丸一日かかります。お客さ

んには西臼杵に宿泊してもらうことになるでしょうし、

高千穂だけではなく日之影や五ヶ瀬を巡る新たな観光

ルートになるのではないかと期待しています。

五ヶ瀬川の名は、イツセノミコト（五瀬命）にちなん

でつけられたとも伝えられていますが、五大水神のこと

を子どもたちにも知ってもらい、ふるさとに愛着や誇り

をもってもらえればと願っています。

―― 私たちの運気は上がるんでしょうか？

どうでしょう（笑）。水神様に訊いてみて下さい。

まず地元の人たちに知ってほしい

と強く思っています。高千穂、日之

影、五ヶ瀬を守ってもらっているの

に、住んでいる私たちが祀ってあげ

ないと申し訳ないように思います。

リーフレット

ホームページは
こちら
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綱ノ瀬橋

やじゅうろう

弥十郎水神

②
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五ヶ瀬町役場

218

県道竹田五ヶ瀬線沿い、五ヶ瀬町側

から高千穂町との境に架かる波帰之

瀬橋に下る途中の鳥居をくぐり、山

道を少し歩いた先にお社があります。

陰陽五行では水徳神、色は黒。
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高千穂町 県道日之影宇目線の道沿いに

あります。

陰陽五行では木徳神、色は青。

高千穂峡の御橋（みはし）のた

もとに鳥居があり、少し低く

なった場所にあります。

陰陽五行では土徳神、色は黄。

国道218号から三ヵ

所川沿いに降りたと

ころの、対岸の森の

中に祠があります。

陰陽五行では金徳神、

色は白。
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が開催され

11月7日（火）に、宮崎市で県内各地域で社会福祉に携わっている

方々が参加して「令和5年度宮崎県社会福祉大会」（主催：宮崎県ほ

か）が開催されました。

  近年、少子高齢化や人口減少等により、家庭や地域で支え合う力が弱

まっており、生活上の悩みを誰にも相談できず地域で孤立してしまう

人々も少なくありません。

この大会は、こうした社会福祉を取り巻く課題を関係者が共有すると

ともに、社会福祉に功績のあった方々の顕彰を目的としたものです。

  講演では、（一社）ヤングケアラー協会代表理事の宮崎 成悟さんが、

16歳のころから約15年間の難病のお母さんを介護してきた経験をもと

に講演し、参加者は、ヤングケアラー支援に関して認識を共有しました。

宮崎県社会福祉大会

を受章されました！

日之影町岩井川で和牛の放牧に取り組む岩田 篤徳さんが、11月15日（水）に東京都

で開催された令和5年度農事功績者表彰の表彰式で緑白綬有功章を受章しました。

農事功績者表彰は、我が国の地域農業の発展に貢献されている農業実践の功労者が表

彰されるもので、岩田さんは、放棄された山林等を開拓。16年をかけて約10haの放牧

地に転換し、省力・低コストの放牧技術の確立するとともに、西臼杵型放牧ネットワー

ク会の会長として放牧の普及にも貢献されてこられました。奥様の照代さんとともに出

席した表彰式では、表彰を行っている公益社団法人大日本農会の総裁である秋篠宮皇嗣

殿下からお言葉をかけられ、大変感激されたそうです。

和牛の放牧に取り組む

11月24日（金）には宮崎県庁を訪れ、河野知事らに受章を報告しました。河

野知事がお祝いの言葉を述べると、岩田さんは「受章は思いもよらず光栄です。

山林を開拓し牧草地にするのには時間がかかりましたが、手間やコスト、環境

負荷を考えると、放牧による和牛生産は自然にかなった望ましい姿だと思いま

す。」と答えていました。

飼料価格が高止まりをしている中で、岩田さんの牧場には県内外からたくさ

んの方々が視察に訪れ、実際に放牧に取り組む生産者も増えています。岩田さ

んも、自身が確立した技術を広く伝えたいと意欲を示していました。

今回、宮崎県からの受章は岩田さんただ一人。誠におめでとうございます。

大会に出席し当日表彰を受けた方々

左から、高千穂町 河内さん、戸高さん

日之影町 村中さん、谷川さん

講演を行う宮崎 成悟さん

西臼杵郡内から６名が表彰を受けました！

また、表彰では、西臼杵郡からは6名の方々が表彰を受けました。

宮崎県知事表彰を受けたのは、前田 千惠さん（高千穂町）、河

内 和代さん（同）、興梠 正幸さん（同）、谷川 房子さん（日之

影町）、村中 さなえさん（同）の5名で、いずれも、地域住民の

皆さんの福祉に関する相談に応じたり、高齢者の方々の見守り活

動を行うなど、長年にわたる民生委員・児童委員としての功績が

認められたものです。

宮崎県社会福祉協議会会長表彰を受けたのは、高千穂町の旭ヶ丘

保育園の戸高 まりさんで、長年にわたり保育士として児童福祉の

向上に貢献したことが認められたものです。

6名の皆様、誠におめでとうございます。引き続き、西臼杵

地域における社会福祉の向上のためにお力添えください。
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